
長久手市多胎妊娠の妊婦健康診査支援事業実施要領

（目的）

第１条 この要領は、単胎妊娠の場合よりも頻回の妊婦健康診査受診が推奨さ

れ、受診に伴う経済的負担が大きくなる多胎妊婦（以下「妊婦」という。）に

対して、通常 14回程度の妊婦健康診査（以下「健康診査」という。）に加

え、追加で受診する健康診査に係る費用を助成することで、多胎妊婦の負担

軽減を図るものとする。

（対象者）

第２条 健康診査は、医療機関または助産所で健康診査を受けた日に長久手市内

に住所を有する妊婦とする。

（健康診査）

第３条 健康診査は、市長が交付した妊婦健康診査受診票 14回、子宮頸がんク

ーポン以外で、受診をした妊婦健康診査とする。

（助成金の額）

第４条 助成金の額は、健康診査に要した費用の額とし、1回 5,000円を上限と

し、妊婦 1人あたり 5回を限度とする。

（助成金の交付申請）

第５条 助成金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、次に

掲げる書類を添えて長久手市多胎妊娠の妊婦健康診査受診交付申請書兼請求書

（第 1号様式）を市長に提出しなければならない。

⑴ 健康診査に要した費用の分かる医療機関等の領収書及び明細書

⑵ 親子健康手帳の表紙及び健康診査の記録が記載されているものの写し

（請求の時効）

第６条 前条の規定による費用の請求の時効は、健康診査を受けた日の属する月

の翌月から起算して 1年を経過する日までとする。

（助成金の交付決定及び交付）

第７条 市長は、前条の交付申請があった場合は、その内容を審査し、助成金の

交付を決定したときは、申請者に速やかに助成金を支払うものとする。

（不正利得の返還）



第８条 市長は、偽りその他不正な手段により助成金の交付を受けた者について

は、その者の交付した当該助成金の全部又は一部を返還させることができる。

（委任）

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

この要領は、令和 3年 4月 1日から適用する。


